
光無線給電技術の基礎から最新動向まで

講師;宮本智之氏（東京工業大学 未来産業技術研究所 准教授）
機器に残る配線の給電を無線にすることで，多様な応用の創出など社会の大きな変革も期待できる．光無線給電は，小型で

長距離給電可能，電磁波漏洩がないという優位性を持つ．しかし，比較的簡素な構成にもかかわらず，これまでにほとんど検
討されていない。今後の展開の基礎知見となる，光無線給電の優位性と課題，デバイスおよび光無線給電システムの研究状況，
および関連の最新動向を解説する。

【講師経歴】1996 年 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 博士課程修了 博士（工学）,1996 年 東京工業大学 精密工学研究所 助手
1998 年 東京工業大学 量子効果エレクトロニクス研究センター 講師,2000 年 東京工業大学 精密工学研究所 准教授.2004 年～2006 年 文
部科学省 研究振興局基礎基盤研究課材料開発推進室 学術調査官（兼務）2016 年東京工業大学科学技術創成研究院未来産業技術研究所 准
教授 現在に至る。【活動】学位研究より光エレクトロニクス，フォトニクス領域に従事．学位研究より，面発光レーザ，光デバイス，光
半導体結晶成長など，光デバイス研究を中心に取り組んできたが，6年程前より光無線給電に注目し，現在は，光無線給電を，デバイスか
らシステムまで広範に研究。

開催日時 2020 年 10 月 23 日（金）10：30～16：30 【会場】
ちよだプラットフォームスクウェア 5F
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3-21

受 講 料

48,000円 + 税 ※ 資料・昼食付
＊ メルマガ登録者 43,000円 + 税

＊ アカデミック価格 24,000円 + 税
＊アカデミック価格:学校教育法にて規定された国、地方公共団体、および学校法人格を有する大学、大学院の教員、学生に限ります。
★【メルマガ会員特典】2 名以上同時申込で申込者全員メルマガ会員登録をしていただいた場合、2 名目は無料、3 名目以降は半額です。
★【対象者】光無線給電の基本的な技術や応用分野の知識を得たい人、企業の研究開発部門，新規事業等の探索部門，大学研究者，大学院等の学生
★【得られる知識】光無線給電の基本的原理，優位性と課題，光無線給電のデバイスおよびシステムの状況，研究事例等の最新動向

【本セミナーのプログラム】 ※適宜休憩が入ります。
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■申込方法：セミナー申込書にご記入の上 FAX または E-mail(re@cmcre.com)でお申し込みください。
■セミナーお申込み後のキャンセルは基本的にお受けしておりません、ご都合により出席できなくなった場合は代理の方がご出席ください。
■申込先 ：㈱シーエムシー・リサーチ 東京都千代田区神田錦町 2-7 TEL 03-3293-7053
■本セミナーの関連情報は、弊社ＨＰでもご覧になれます。⇒ http://www.cmcre.com
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